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 「リート」の価格変動要因には、投資先の不動産価格が変動した

際の譲渡損益や、保有するオフィスや商業施設などのテナント収入

の増減などが挙げられます。一般に、景気が良くなるとオフィスビルや

商業施設への需要が高まり、不動産価格やテナント料が上昇しま

す。このため、「リート」は景気拡大局面に強い資産と言えます。 

 「リート」は、一定の借入金によって運営されており、金利が低下す

ると資金調達がしやすくなります。また金利が低下すると、債券などと

比べて「リート」の利回り水準は相対的に高くなります。このため、

「リート」は金利低下に強い資産と考えられます。 

投資環境を考える⑤ 「リート」の特徴と見通し 

2016年11月16日 

「REIT（リート）」とは、Real Estate Investment Trustの頭文字を取ったもので、不動産投資信託と訳

されます。「リート」とは、多くの投資家から集めた資金などを基にビルや商業施設といった不動産に投資・保有し、

そこから得られる賃貸収入や売却益などを投資家に分配する商品です。値動きの点では、一般に「リート」は株

式よりは緩やかですが、債券よりは大きく、リスク性資産と位置づけられます。 

（No.1,947） 
〈マーケットレポートNo.5,109〉 

 一般に、ビルなどの不動産へ投資するには多額の資金が必要となります。「リート」は、多くの投資家から資金

を集めて、不動産へ投資するため、個人投資家でも少額から不動産に投資することが出来ます。 

 また、証券取引所に上場されている「リート」は、株式のように容易に売買することが出来、実際の不動産を

売買するよりも、格段に流動性や換金性に優れています。 

 「リート」は、利益のほとんどを投資家に分配する仕組みになっています。このため、一般の株式などに比べて

相対的に高い利回りが期待できます。 

「リート」ってどんな金融資産なの？ 
少額から分散投資ができ、流動性・換金性に優れている 

世界経済の回復と低金利を背景に、「リート」には良好な環境が続く 

「リート」の価格変動要因は？ 
「リート」は景気拡大や金利低下に強い資産 

 日本をはじめ世界経済は緩やかな回復が続くと見込まれていることから、不動産への需要は底堅いと見られ

ます。また、日本や欧州などを中心に緩和的な金融政策が続くと予想されることから、当面低金利が続く見

通しです。こうした世界景気の回復と低金利を背景に、「リート」には良好な環境が続くと考えられます。ただ

し、米大統領選挙でトランプ氏が勝利し、トランプ氏の財政政策などから米経済の回復が期待される一方、

インフレ期待も高まっていることから金利が上昇しており、当面は「リート」の値動きに注意が必要です。 
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